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論
文一
九
九
六
年
一
一
一
月
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
は
「
市
町
村
に
お
け

る
識
字
学
級
・
曰
本
語
読
み
書
き
教
室
等
の
調
査
」
（
以
下
「
教
室

調
査
」
と
記
す
）
を
実
施
し
、
大
阪
府
下
に
あ
る
被
差
別
部
落
の

識
字
学
級
や
公
民
館
な
ど
の
曰
本
語
読
み
書
き
教
室
の
実
態
を
把

握
し
た
。
こ
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
大
ま
か

に
①
府
下
四
四
市
町
村
の
う
ち
、
一
一
一
一
一
市
町
に
お
い
て
一
一
一
○
教

室
が
開
設
さ
れ
て
い
る
、
②
こ
の
一
一
一
○
教
室
の
う
ち
、
四
一
一
一
（
一
一
一

六
・
○
％
）
が
被
差
別
部
落
（
同
和
地
区
）
の
識
字
学
級
（
以
下

「
地
区
教
室
」
と
記
す
）
、
一
一
一
六
（
一
一
一
○
・
○
％
）
が
公
民
館
等
の

教
室
（
教
育
委
員
会
所
管
の
教
室
）
、
一
一
一
一
（
一
八
・
一
一
一
％
）
が
民

間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
教
室
、
一
一
一
（
一
○
・
○
％
）
が
公
益

法
人
（
国
際
交
流
協
会
等
）
に
よ
る
教
室
、
七
（
五
・
八
％
）
が

は
じ
め
に

「
大
阪
府
識
字
学
級
・
日
本
語
読
み
書
き
教
室
等
学
習
者
調
査
」
の
結
果
を
読
む

首
長
部
局
所
管
の
教
室
で
あ
る
、
③
学
習
者
総
数
は
一
一
一
、
六
六
一
一
一

人
で
、
そ
の
内
訳
は
地
区
教
室
一
、
三
一
一
一
六
人
（
一
一
一
六
・
五
％
）
、

公
民
館
等
の
教
室
七
七
七
人
（
一
一
一
・
一
一
％
）
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
教
室
七
三
九
人
（
一
一
○
・
一
一
％
）
、
公
益
法
人
に
よ
る
教

室
六
一
一
六
人
（
一
七
・
一
％
）
、
首
長
部
局
所
管
の
教
室
一
八
五
人

（
五
・
一
％
）
で
あ
る
、
④
学
習
者
一
一
一
、
六
六
三
人
の
う
ち
、
女

性
が
一
一
、
八
六
九
人
で
全
体
の
七
八
・
三
％
を
、
ま
た
外
国
人
が

一
八
二
人
で
四
九
・
四
％
を
占
め
て
い
る
。
と
く
に
外
国
人

の
比
率
に
つ
い
て
は
「
地
区
教
室
」
が
七
・
四
％
で
あ
る
の
に
対

し
、
「
地
区
外
教
室
」
（
被
差
別
部
落
の
識
字
学
級
以
外
の
教
室
）

（
１
）
 

で
は
七
一
一
一
・
六
％
と
き
わ
め
て
高
率
を
示
し
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル

に
示
し
た
「
大
阪
府
識
字
学
級
・
曰
本
語
読
み
書
き
教
室
等
学
習

者
調
査
」
（
以
下
「
学
習
者
調
査
」
と
記
す
）
は
、
主
に
こ
の
一
九

九
六
年
の
教
室
調
査
で
把
握
さ
れ
た
教
室
の
学
習
者
を
対
象
と
し

て
、
一
九
九
七
年
七
月
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
も
の

岩
槻
知
也
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本
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
先
述
の
教
室
調
査
で
把
握
さ

れ
た
教
室
と
、
そ
の
後
新
た
に
開
設
さ
れ
た
教
室
を
含
む
一
二
五

教
室
の
学
習
者
の
う
ち
、
一
九
九
七
年
七
月
七
曰
か
ら
同
月
一
三

曰
ま
で
の
調
査
期
間
内
に
教
室
に
出
席
し
た
人
で
あ
る
。
調
査
方

法
に
つ
い
て
は
、
教
室
の
担
当
者
や
講
師
が
、
あ
ら
か
じ
め
学
習

者
に
調
査
目
的
・
内
容
等
の
説
明
を
行
っ
た
う
え
で
、
学
習
者
自

身
が
質
問
紙
に
回
答
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
本

調
査
で
は
、
回
答
者
の
自
記
を
原
則
と
し
た
が
、
必
要
に
応
じ
て

調
査
者
が
設
問
文
を
音
読
す
る
な
ど
し
て
、
回
答
者
の
理
解
を
助

け
る
と
い
っ
た
柔
軟
な
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
語

の
会
話
や
読
み
書
き
が
で
き
な
い
回
答
者
の
た
め
に
、
六
ヶ
国
語

（
ハ
ン
グ
ル
・
中
国
語
・
英
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・

タ
ガ
ロ
グ
語
）
に
翻
訳
さ
れ
た
質
問
紙
が
準
備
さ
れ
た
。
最
終
的

に
は
、
二
八
市
町
九
九
教
室
か
ら
一
、
六
一
二
の
質
問
紙
が
回
収

で
あ
る
。
筆
者
の
知
る
限
り
、
識
字
・
曰
本
語
教
室
の
学
習
者
を

対
象
と
し
た
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
調
査
は
、
他
に
類
例
が
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
学
習
者
調
査
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
貴
重
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
大
阪
に
お
け
る
識
字
活
動
の

現
状
と
今
後
の
課
題
の
一
端
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

一
調
査
の
概
要

九
六
年
の
教
室
調
査
の
結
果
と
同
様
に
、
今
回
の
調
査
で
も
、

と
く
に
地
区
。
地
区
外
教
室
の
回
答
者
の
特
徴
に
大
き
な
違
い
の

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
地
区
・

地
区
外
教
室
の
特
徴
の
違
い
を
中
心
に
す
え
て
、
集
計
結
果
を
記

述
・
分
析
す
る
。
ち
な
み
に
本
調
査
の
回
答
者
と
な
っ
た
九
九
教

室
一
、
五
九
四
人
の
内
訳
は
、
地
区
教
室
が
四
三
教
室
五
一
一
三
人

（
三
一
一
・
八
％
）
、
地
区
外
教
室
が
五
六
教
室
一
、
○
七
一
人
（
六

七
・
二
％
）
で
あ
る
。
な
お
紙
幅
の
都
合
上
、
い
く
つ
か
の
設
問

に
つ
い
て
は
、
結
果
の
記
述
を
省
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ご
了
承

い
た
だ
き
た
い
。
（
詳
細
は
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
『
大

さ
れ
た
が
、
有
効
回
答
数
は
二
五
九
四
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の

数
は
、
前
回
の
教
室
調
査
で
把
握
さ
れ
た
学
習
者
総
数
三
、
六
六

一
一
一
の
四
三
・
五
％
に
あ
た
る
。

調
査
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
①
属
性
（
性
別
・
年
齢
・
居
住
地
・

出
身
国
・
居
住
年
数
・
同
居
人
の
有
無
・
仕
事
の
有
無
）
、
②
母
語

の
読
み
書
き
能
力
、
③
曰
本
語
の
会
話
や
読
み
書
き
能
力
、
④
日

常
の
生
活
行
動
能
力
、
⑤
教
室
で
の
学
習
に
関
わ
る
こ
と
、
⑥
曰

頃
の
関
心
や
悩
み
、
⑦
曰
本
語
の
読
み
書
き
に
不
自
由
し
て
い
る

知
り
合
い
の
こ
と
、
と
い
う
七
点
に
ポ
イ
ン
ト
が
絞
ら
れ
た
。

二
集
計
結
果
の
記
述
・
分
析
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阪
府
識
字
学
級
・
日
本
語
読
み
書
き
教
室
等
学
習
者
調
査
報
告

書
」
、
一
九
九
八
年
一
○
月
、
を
参
照
の
こ
と
）

ま
ず
性
別
で
み
る
と
、
全
体
の
七
○
・
一
一
一
％
が
女
性
、
二
九
・

七
％
が
男
性
で
あ
る
。
こ
れ
を
地
区
別
に
み
る
と
、
地
区
で
女
性

八
一
一
・
九
％
・
男
性
一
七
・
一
％
、
ま
た
地
区
外
で
女
性
六
四
・

一
一
％
・
男
性
一
一
一
五
・
八
％
と
、
地
区
外
教
室
で
男
性
の
比
率
が
か

な
り
高
い
。
ま
た
年
齢
に
つ
い
て
は
（
図
１
）
、
地
区
で
五
○
・
六

○
・
七
○
歳
代
の
比
率
が
高
い
の
に
対
し
、
地
区
外
で
は
一
一
○
・

一
一
一
○
・
四
○
歳
代
の
比
率
が
圧
倒
的
に
高
い
。
こ
の
性
別
と
年
齢

に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
み
る
と
（
図
２
．
図
３
）
、
地
区
で
は

五
○
～
七
○
歳
代
の
女
性
の
比
率
が
か
な
り
高
い
の
に
対
し
て
、

地
区
外
で
は
一
一
○
～
四
○
歳
代
の
男
性
の
比
率
が
い
く
ぶ
ん
高

い
・
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
、
地
区
教
室
に

比
較
的
高
齢
の
女
性
が
多
く
、
地
区
外
教
室
に
は
若
年
・
中
年
の

男
性
が
多
い
と
い
え
る
。

出
身
国
に
つ
い
て
は
、
全
体
で
中
国
が
四
○
・
八
％
、
次
い
で

曰
本
一
一
一
四
・
二
％
、
韓
国
・
朝
鮮
九
・
九
％
、
ブ
ラ
ジ
ル
四
・
○

％
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
一
一
・
○
％
、
そ
の
他
九
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
地
区
別
に
み
る
と
、
地
区
で
は
曰
本
八
八
。
一
一
％
、
韓
国
。

朝
鮮
六
・
○
％
、
中
国
四
・
○
％
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
一
・
一
％
、
ブ

１
属
性

・
三
％
が
女
性
、
二
九
・

図１回答者の年齢階層（全体、地区別）
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図２地区教室回答者の性別にみた年齢階層
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ラ
ジ
ル
○
・
二
％
、
そ
の
他
○
・
四
％
と
約
九
割
が
曰
本
で
あ
る

の
に
対
し
、
地
区
外
で
は
中
国
五
七
・
○
％
、
韓
国
・
朝
鮮
二
・

六
％
、
曰
本
一
○
・
二
％
、
ブ
ラ
ジ
ル
五
・
七
％
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

二
・
五
％
、
そ
の
他
八
・
七
％
と
約
六
割
が
中
国
で
、
日
本
は
わ

ず
か
一
割
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
地
区
教
室
に

も
中
国
や
韓
国
・
朝
鮮
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
外
国

出
身
の
学
習
者
が
在
籍
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
地
区
外
教

室
に
中
国
出
身
の
学
習
者
が
か
な
り
の
割
合
で
在
籍
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
こ
の
地
区
外
教
室
の
回
答
者
の
特
徴
を
も
う
少

し
詳
し
く
み
て
み
る
。
図
４
は
、
地
区
外
教
室
回
答
者
の
出
身
国

別
に
み
た
男
女
比
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
曰
本
、
韓
国
・
朝
鮮
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
回
答
者
に
は
圧
倒
的
に
女
性
が
多
い
の
に
対

し
て
、
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
回
答
者
に
は
比
較
的
男
性
が
多
く
、

と
く
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
場
合
、
約
六
割
が
男
性
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
表
１
は
、
地
区
外
教
室
回
答
者
の
出
身
国
別
に
み
た
居
住
年
数

を
示
し
て
い
る
。
と
く
に
目
を
ひ
く
の
は
、
中
国
出
身
の
回
答
者

の
七
割
以
上
が
「
一
年
以
内
」
で
、
「
二
～
三
年
」
を
も
含
め
る
と
、

そ
の
比
率
が
ほ
ぼ
九
割
に
達
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
中

国
出
身
者
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
の
回
答
者
も
ま
た
、

日
本
で
の
居
住
年
数
が
比
較
的
浅
い
。
こ
れ
に
対
し
、
曰
本
出
身

者
は
「
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
」
が
八
割
を
超
え
、
韓
国
・
朝
鮮

図４地区外教室回答者の出身国別にみた男女比

全体

中国
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出身国別にみた居住年数地区外教室回答者の (％） 表１

(Ｎ＝991） 

(Ｎ＝571） 

(Ｎ＝91） 

(Ｎ＝117） 

(Ｎ＝56） 

(Ｎ＝25） 

(Ｎ＝131） 

出
身
者
も
「
二
○
年
以
上
」
が
六
割
に
及
ん
で
い
る
。
ま
た
フ
ィ

リ
ピ
ン
出
身
者
も
、
先
の
中
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
者
に
比
べ
れ
ば

居
住
年
数
の
長
い
人
び
と
で
あ
る
。

同
居
人
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
一
五
・
二
％
が
ひ
と
り
暮
ら
し

で
あ
る
。
地
区
別
に
み
る
と
地
区
二
四
・
三
％
、
地
区
外
一
○
・
九

％
と
、
地
区
教
室
に
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
を
性
別
に
み
る
と
、
地
区
で
男
性
一
八
・
二
％
、
女
性
二
五
・

八
％
、
地
区
外
で
男
性
一
三
・
九
％
、
女
性
九
・
’
一
％
と
、
地
区
教

室
で
も
と
く
に
女
性
の
ひ
と
り
暮
ら
し
が
多
い
。
図
５
は
、
地
区

教
室
の
女
性
の
年
齢
階
層
別
に
み
た
同
居
人
の
有
無
で
あ
る
。
と

く
に
六
○
歳
代
以
上
の
女
性
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
比
率
が
高
い
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。

仕
事
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
六
二
・
三
％
が
無
職
で
あ
る
。
地

区
別
で
は
、
地
区
四
七
・
○
％
、
地
区
外
六
九
・
七
％
で
、
地
区
外

教
室
に
か
な
り
無
職
の
人
が
多
い
。
こ
れ
を
性
別
に
み
る
と
、
地

区
で
男
性
三
一
・
八
％
、
女
性
五
○
・
五
％
、
地
区
外
で
男
性
六
一
・

四
％
、
女
性
七
四
・
一
％
と
、
と
く
に
地
区
内
外
で
男
性
の
比
率
に

大
き
な
差
が
み
ら
れ
る
。
図
６
は
、
地
区
外
教
室
回
答
者
の
仕
事

の
有
無
を
出
身
国
別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。
韓
国
Ｑ
朝
鮮
、
中
国

出
身
者
の
無
職
者
の
比
率
が
か
な
り
高
い
の
に
対
し
て
、
ブ
ラ
ジ

ル
出
身
者
の
比
率
が
き
わ
め
て
低
い
（
す
な
わ
ち
九
四
。
八
％
が

有
職
者
で
あ
る
）
こ
と
が
わ
か
る
。

1年以内 2～３年 4～５年 6～10年 11～20年 20年以上 生まれてからずつと

全体 5２．１ １６．３ 6.5 7.0 ２．４ 7.5 8.3 

中国 7４．１ 1５．１ 5.1 ３．７ 2.1 0-0 0.0 

日本 １．１ 5.5 １．１ 3.3 0.0 4.4 8４．６ 

韓国・朝鮮 1６．２ 1０．３ 3.4 6.8 1.7 5７．３ 4.3 

ブラジル 3３．９ 3３．９ 1９．６ 1２．５ 0.0 0.0 ００ 

フィリピン 8.0 1６．０ 20.0 3６．０ 2０．０ 0.0 0.0 

その他 3９．７ 2７．５ 1０．７ 1６．０ 3.8 2.3 0０ 
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図５地区教室・女性の年齢階層別にみた同居人の有無
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日
本
語
の
聞
き
取
り
能
力
に
つ
い
て
は
「
ぜ
ん
ぜ
ん
わ
か
ら
な

い
」
「
少
し
わ
か
る
」
「
半
分
く
ら
い
わ
か
る
」
「
よ
く
わ
か
る
」
の

四
段
階
で
自
己
評
価
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
結
果
、
全
体
で
は
そ

れ
ぞ
れ
七
・
一
｜
％
、
一
一
一
七
・
六
％
、
一
一
一
一
。
○
％
、
四
一
一
。
二
％
、

地
区
で
○
・
一
一
一
％
、
二
・
九
％
、
八
・
六
％
、
八
八
・
’
一
％
、
地

区
外
で
九
・
七
％
、
五
○
・
五
％
、
一
四
・
七
％
、
二
五
二
％

で
あ
っ
た
。
「
よ
く
わ
か
る
」
と
答
え
た
人
が
、
日
本
語
の
聞
き
と

り
に
支
障
の
な
い
人
だ
と
す
れ
ば
、
地
区
外
教
室
回
答
者
の
四
分

の
三
が
へ
曰
本
語
の
聞
き
取
り
に
何
ら
か
の
不
自
由
を
感
じ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
出
身
国
別
に
み
る
と
「
よ
く
わ
か
る
」

の
比
率
が
高
い
の
は
、
順
に
曰
本
九
一
・
四
％
、
韓
国
・
朝
鮮
六

一
一
。
九
％
、
ブ
ラ
ジ
ル
二
四
・
六
％
、
中
国
一
一
・
一
％
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
一
○
・
○
％
と
な
っ
て
い
る
。
居
住
年
数
で
考
え
て
み
て

も
、
二
○
年
を
超
え
る
人
の
多
い
韓
国
・
朝
鮮
出
身
者
の
比
率
が

高
い
の
に
は
う
な
ず
け
る
が
、
比
較
的
居
住
年
数
の
長
い
フ
ィ
リ

ピ
ン
出
身
者
の
比
率
が
か
な
り
低
い
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
な

お
、
比
較
的
年
数
の
浅
い
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
者
の
比
率
が
や
や
高
い

こ
と
、
ま
た
曰
本
出
身
者
で
も
約
一
割
が
曰
本
語
の
聞
き
取
り
に

①
日
本
語
の
聞
き
取
り
能
力

２
日
本
語
の
会
話
や
読
み
書
き
能
力

「
少
し
話
せ
る
」
「
話
し
た
い
こ
と
は
半
分
く
ら
い
話
せ
る
」
「
日

常
の
会
話
は
で
き
る
」
の
四
段
階
で
評
価
し
て
も
ら
っ
た
。
全
体

で
は
そ
れ
ぞ
れ
八
・
｜
｜
％
、
三
七
・
九
％
、
一
一
・
六
％
、
四
一
一
・
一
一

％
、
地
区
で
○
・
三
％
、
一
一
・
九
％
、
六
・
｜
｜
｜
％
、
九
○
・
五
％
、
地

区
外
で
一
一
・
一
％
、
五
○
・
九
％
、
一
三
。
六
％
、
二
四
。
四
％
と

な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
聞
き
取
り
能
力
と
同
様
、
と
く
に
地
区

外
教
室
回
答
者
の
四
分
の
三
が
日
本
語
で
の
会
話
に
不
自
由
を
感

じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
出
身
国
別
に
み
る
と
「
曰
常

の
会
話
は
で
き
る
」
の
比
率
が
高
い
の
は
、
順
に
日
本
九
四
・
四

％
、
韓
国
・
朝
鮮
七
一
・
一
％
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
四
○
・
○
％
、
ブ

ラ
ジ
ル
’
一
三
・
七
％
、
中
国
六
・
一
一
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

興
味
深
い
の
は
、
と
く
に
韓
国
・
朝
鮮
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
者
の

「
日
常
の
会
話
は
で
き
る
」
の
比
率
が
、
先
の
聞
き
取
り
能
力
に

お
け
る
「
よ
く
わ
か
る
」
の
比
率
よ
り
も
か
な
り
高
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
人
び
と
は
、
日
本
語
の
聞
き
取
り

に
は
不
自
由
し
て
い
て
も
、
日
常
の
会
話
な
ら
で
き
る
と
感
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
「
曰
常
の
会
話
」
の
内
容

に
つ
い
て
、
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

不
自
由
を
感
じ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
語
で
の
会
話
能
力
に
つ
い
て
は
「
ぜ
ん
ぜ
ん
話
せ
な
い
」

②
日
本
語
で
の
会
話
能
力
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日
本
語
を
読
む
能
力
に
つ
い
て
は
「
ぜ
ん
ぜ
ん
読
め
な
い
」
「
ひ

ら
が
な
が
読
め
る
」
「
カ
タ
カ
ナ
が
読
め
る
」
「
漢
字
が
少
し
読
め

る
」
「
漢
字
が
読
め
る
」
と
い
う
五
つ
の
選
択
肢
を
設
け
、
自
己
評

価
し
て
も
ら
っ
た
（
複
数
回
答
可
）
。
そ
の
結
果
、
全
体
で
は
そ
れ

ぞ
れ
七
・
六
％
、
六
四
・
四
％
、
四
九
・
六
％
、
五
七
・
一
％
、

一
八
・
四
％
、
地
区
で
一
・
七
％
、
五
一
一
・
八
％
、
四
八
。
九
％
、

四
九
・
四
％
、
五
○
・
四
％
、
地
区
外
で
一
○
・
○
％
、
六
九
・

｜
％
、
四
九
・
九
％
、
六
○
・
二
％
、
五
・
六
％
と
な
っ
た
。
と

く
に
地
区
外
教
室
回
答
者
の
場
合
、
ひ
ら
が
な
や
漢
字
が
少
し
読

め
る
と
感
じ
て
い
る
人
は
か
な
り
い
る
が
、
漢
字
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
読
め
る
程
度
に
な
る
と
き
わ
め
て
少
数
に
な
る
。
ま
た
、
ま
っ

た
く
読
め
な
い
と
回
答
し
て
い
る
人
も
一
割
に
及
ん
で
い
る
。
ち

な
み
に
ま
っ
た
く
読
め
な
い
と
回
答
し
た
人
を
出
身
国
別
に
み
る

と
、
ブ
ラ
ジ
ル
（
’
五
・
五
％
）
、
中
国
（
一
二
・
一
一
％
）
が
高
い

比
率
を
示
し
て
い
る
。

日
本
語
を
書
く
能
力
に
つ
い
て
も
、
読
む
能
力
と
同
様
に
「
ぜ

ん
ぜ
ん
書
け
な
い
」
「
ひ
ら
が
な
が
書
け
る
」
「
カ
タ
カ
ナ
が
書
け

る
」
「
漢
字
が
少
し
書
け
る
」
「
漢
字
が
書
け
る
」
と
い
う
五
つ
の

③
日
本
語
を
読
む
能
力

④
日
本
語
を
書
く
能
力

選
択
肢
を
設
け
、
複
数
回
答
を
可
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
体
で

は
そ
れ
ぞ
れ
六
・
六
％
、
六
六
・
三
％
、
五
○
・
｜
％
、
五
四
・

二
％
、
一
一
一
・
五
％
、
地
区
で
一
・
七
％
、
五
四
・
一
一
一
％
、
五
○
・

｜
％
、
五
七
・
一
一
％
、
三
八
・
六
％
、
地
区
外
で
八
・
六
％
、
七

一
・
○
％
、
五
○
・
○
％
、
五
三
・
一
％
、
一
四
・
七
％
と
な
っ

た
。
読
む
能
力
の
数
値
と
比
較
し
て
興
味
深
い
の
は
、
地
区
外
教

室
回
答
者
の
「
ま
っ
た
く
書
け
な
ど
と
答
え
た
人
の
比
率
（
八
・

六
％
）
が
、
「
ま
っ
た
く
読
め
な
い
」
と
答
え
た
人
の
比
率
二
○
・

○
％
）
を
下
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
「
漢
字
が
じ
ゅ
う

ぶ
ん
に
書
け
る
」
と
答
え
た
人
の
比
率
二
四
・
七
％
）
が
「
じ

ゅ
う
ぶ
ん
に
読
め
る
」
と
答
え
た
人
の
比
率
（
五
・
六
％
）
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
ま
っ
た
く
書
け
な

い
と
回
答
し
た
人
を
出
身
国
別
に
み
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
（
二
○
・

七
％
）
、
中
国
（
九
・
七
％
）
が
比
較
的
高
い
が
、
中
国
の
比
率
が

若
干
下
が
っ
て
い
る
。
逆
に
漢
字
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
書
け
る
と
回

答
し
た
人
を
出
身
国
別
に
み
る
と
、
曰
本
（
三
五
・
五
％
）
、
中
国

（
一
三
・
｜
％
）
の
比
率
が
圧
倒
的
に
高
い
。
つ
ま
り
中
国
出
身

者
の
場
合
、
漢
字
を
日
本
語
の
発
音
で
読
め
な
く
て
も
、
書
く
こ

と
は
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

曰
常
の
生
活
行
動
能
力
に
つ
い
て
は
、
あ
い
さ
つ
や
世
間
話
、

３
日
常
の
生
活
行
動
能
力
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買
い
物
、
テ
レ
ビ
の
視
聴
や
カ
ラ
オ
ケ
、
手
紙
や
ハ
ガ
キ
を
曰
本

語
で
書
く
な
ど
の
一
三
項
目
を
「
簡
単
に
で
き
る
」
「
難
し
い
が
で

き
る
」
「
難
し
く
て
で
き
な
い
」
の
三
段
階
で
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。

図
７
．
図
８
は
、
地
区
・
地
区
外
教
室
そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
者
の
曰

常
生
活
行
動
の
難
易
度
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
数

値
は
「
簡
単
に
で
き
る
」
に
１
点
、
「
難
し
い
が
で
き
る
」
に
２
点
、

「
難
し
く
て
で
き
そ
う
に
な
い
」
に
３
点
と
い
う
得
点
を
与
え
、

項
目
ご
と
に
回
答
者
の
平
均
点
を
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
こ
の
数
値
は
、
１
に
近
づ
く
ほ
ど
そ
の
行
動
が
容
易
で
あ

る
こ
と
を
示
し
、
３
に
近
づ
く
ほ
ど
困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

ま
ず
両
グ
ラ
フ
を
見
て
一
目
瞭
然
な
の
は
、
地
区
外
教
室
回
答

者
の
難
易
度
が
全
般
的
に
か
な
り
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち

な
み
に
地
区
・
地
区
外
教
室
の
難
易
度
の
平
均
値
・
最
大
値
・
最

小
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
、
二
一
一
一
八
・
一
、
六
一
一
○
・
一
、
○
五
一
一
、

一
，
九
七
八
・
一
｜
、
五
九
一
一
・
一
，
三
○
六
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り

地
区
外
教
室
回
答
者
の
方
が
、
曰
々
の
い
ろ
い
ろ
な
生
活
行
動
に
、

よ
り
困
難
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
も
う
少
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。

地
区
教
室
回
答
者
の
場
合
（
図
７
）
、
難
易
度
の
最
大
値
が
か
な

り
低
い
う
え
に
、
最
大
値
と
最
小
値
の
差
も
比
較
的
小
さ
い
。
こ

こ
で
は
こ
の
難
易
度
の
最
大
値
と
最
小
値
の
差
を
三
等
分
し
、
全

体
の
項
目
を
「
や
や
困
難
」
な
群
（
難
易
度
一
、
四
三
○
～
一
、

六
一
一
○
）
、
「
容
易
」
な
群
（
難
易
度
一
、
’
一
四
一
～
一
，
四
三
○
）
、

「
か
な
り
容
易
」
な
群
（
難
易
度
一
、
○
五
一
一
～
｜
、
一
一
四
一
）

の
三
つ
に
分
け
た
。
少
し
長
く
な
る
が
、
そ
の
結
果
を
列
挙
す
る

と
、
①
「
や
や
困
難
」
群
Ⅱ
「
政
治
や
社
会
の
こ
と
に
つ
い
て
自

分
の
意
見
や
考
え
を
話
す
」
「
仕
事
の
書
類
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り

す
る
」
「
曰
本
語
の
新
聞
を
読
む
」
「
履
歴
書
を
日
本
語
で
書
く
」
、

②
「
容
易
」
群
Ⅱ
「
ハ
ガ
キ
や
手
紙
を
曰
本
語
で
書
く
」
「
役
所
や

学
校
か
ら
の
『
お
し
ら
せ
』
（
曰
本
語
の
も
の
）
を
読
む
」
「
生
ま

れ
て
か
ら
今
ま
で
の
こ
と
（
生
い
立
ち
）
を
話
す
」
「
子
ど
も
の
絵

本
（
日
本
語
の
も
の
）
を
読
む
」
「
日
本
語
で
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
う
」
、

③
「
か
な
り
容
易
」
群
Ⅱ
「
近
所
の
人
と
世
間
話
を
す
る
」
「
テ
レ

ビ
で
一
一
ユ
ー
ス
番
組
を
楽
し
む
」
「
駅
の
自
動
券
売
機
で
キ
ッ
プ
を

買
う
」
「
食
堂
で
食
べ
物
を
注
文
す
る
」
「
お
医
者
さ
ん
に
病
気
や

け
が
の
様
子
を
話
す
」
「
テ
レ
ビ
で
音
楽
番
組
を
楽
し
む
」
「
自
分

の
住
所
を
曰
本
語
で
書
く
」
「
曰
本
人
に
電
話
を
か
け
る
」
「
テ
レ

ビ
で
お
笑
い
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
を
楽
し
む
」
「
食
料
品
や
曰
用

品
を
買
う
」
「
テ
レ
ビ
で
ド
ラ
マ
を
楽
し
む
」
「
近
所
の
人
と
あ
い

さ
つ
を
す
る
」
「
自
分
の
名
前
を
曰
本
語
で
書
く
」
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
地
区
外
教
室
回
答
者
の
場
合
（
図
８
）
、
難
易
度

の
最
大
値
が
か
な
り
高
い
う
え
に
、
最
大
値
と
最
小
値
の
差
も
か

な
り
大
き
い
。
こ
こ
で
も
地
区
教
室
回
答
者
の
場
合
と
同
様
の
操
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地区教室回答者の日常生活行動の難易度図７

政治や社会を語る
仕事の書類の読み書き

新聞を読む
履歴書を書く
手紙を書く

お知らせを読む
生い立ちを話す

絵本を読む
カラオケを歌う
世間話をする

ニュースを楽しむ
券売機でキップを買う

食堂で注文する
医者に病状を話す
音楽番組を楽しむ

住所を書く
曰本人に電話する

お笑い番組を楽しむ
食料品を買う
ドラマを楽しむ
あいさつをする

名前を書く

■■■■■■■■■1.62 

■■■■■I■■■1.566 

1■■■■■■1.461 
■■Ⅱ■■■■１４５４ 

■■■■1.346 

■■■■1.34 

■■I■１．２８６ 

■■■１２６４ 

■■■1.252 

■■1.21 

■１．１８４ 

■１．１８２ 

■１．１４ 

■1.129 

N1.119 

U1.118 

U1.114 

11.107 

11103 

11.1 

11ＯＳ６ 

１０５２ 

３ 2.5 ２ 1.5 １ 

地区外教室回答者の日常生活行動の難易度図８

仕事の書類の読み書き
政治や社会を語る

新聞を読む
履歴書を書く
カラオケを歌う

手紙を書く
生い立ちを話す
お知らせを読む
絵本を読む

医者に病状を話す
曰本人に電話する
ニュースを楽しむ

世間話をする
ドラマを楽しむ

お笑い番組を楽しむ
音楽番組を楽しむ
食堂で注文する

住所を書く
食料品を買う
あいさつをする

券売機でキップを買う
名前を書く

３ 2.5 ２ 1.5 １ 
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作
を
行
い
、
全
体
の
項
目
を
「
か
な
り
困
難
」
な
群
（
難
易
度
二
、

一
六
二
～
｜
｜
、
五
九
一
一
）
、
「
や
や
困
難
」
な
群
（
難
易
度
一
、
七

一
一
一
四
～
二
、
一
六
一
一
）
、
「
容
易
」
な
群
（
難
易
度
一
、
三
○
六
～
一
、

七
三
四
）
の
三
つ
に
分
け
た
。
そ
の
結
果
を
示
す
と
、
①
「
か
な

り
困
難
」
群
Ⅱ
「
仕
事
の
書
類
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
」
「
政

治
や
社
会
の
こ
と
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
や
考
え
を
話
す
」
「
日
本

語
の
新
聞
を
読
む
」
「
履
歴
書
を
曰
本
語
で
書
く
」
「
曰
本
語
で
カ

ラ
オ
ケ
を
歌
う
」
「
ハ
ガ
キ
や
手
紙
を
曰
本
語
で
書
く
」
「
生
ま
れ

て
か
ら
今
ま
で
の
こ
と
（
生
い
立
ち
）
を
話
す
」
、
②
「
や
や
困
難
」

群
Ⅱ
「
役
所
や
学
校
か
ら
の
『
お
し
ら
せ
』
を
読
む
」
「
子
ど
も
の

絵
本
を
読
む
」
「
お
医
者
さ
ん
に
病
気
や
け
が
の
様
子
を
話
す
」
「
曰

本
人
に
電
話
を
か
け
る
」
「
テ
レ
ビ
で
一
一
ユ
ー
ス
番
組
を
楽
し
む
」

「
近
所
の
人
と
世
間
話
を
す
る
」
「
テ
レ
ビ
で
ド
ラ
マ
を
楽
し
む
」

「
テ
レ
ビ
で
お
笑
い
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
を
楽
し
む
」
「
テ
レ
ビ

で
音
楽
番
組
を
楽
し
む
」
「
食
堂
で
食
べ
物
を
注
文
す
る
」
、
③
「
容

易
」
群
Ⅱ
「
自
分
の
住
所
を
曰
本
語
で
書
く
」
「
食
料
品
や
日
用
品

を
買
う
」
「
近
所
の
人
と
あ
い
さ
つ
を
す
る
」
「
駅
の
自
動
券
売
機

で
キ
ッ
プ
を
買
う
」
「
自
分
の
名
前
を
曰
本
語
で
書
く
」
と
な
る
。

以
上
の
結
果
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
地
区
・
地
区
外
と
も
、
よ

り
難
易
度
が
高
い
の
は
、
読
み
書
き
に
関
わ
る
行
動
で
あ
る
。
そ

の
中
で
も
と
く
に
仕
事
関
係
の
書
類
や
新
聞
、
履
歴
書
と
い
っ
た

も
の
が
群
を
抜
い
て
高
い
。
ま
た
ハ
ガ
キ
や
手
紙
を
書
く
こ
と
も

か
な
り
上
位
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
行
動
は
、
地

区
。
地
区
外
の
難
易
度
の
差
で
み
て
も
、
も
っ
と
も
大
き
い
部
類

に
属
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
書
く
こ
と
で
も
、
自
分

の
住
所
や
名
前
を
書
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
地
区
・
地
区
外
と
も

か
な
り
容
易
な
行
動
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
行
動
が
比

較
的
単
純
な
も
の
で
あ
る
う
え
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
よ
り
頻

繁
に
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

次
に
話
す
・
聞
く
こ
と
に
関
わ
る
行
動
に
つ
い
て
は
、
概
し
て

読
み
書
き
に
関
わ
る
行
動
よ
り
容
易
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
政
治
や
社
会
に
つ
い
て
の
考
え
を
話
す
と
い
う
こ
と
は
例
外

で
、
最
も
難
易
度
が
高
い
。
ま
た
と
く
に
地
区
・
地
区
外
で
難
易

度
の
差
が
あ
る
の
は
、
電
話
を
か
け
る
、
医
者
に
病
状
を
話
す
、

生
い
立
ち
を
話
す
、
世
間
話
を
す
る
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
最
後
に

そ
の
他
の
生
活
行
動
に
つ
い
て
は
、
地
区
・
地
区
外
と
も
、
食
料

品
・
曰
用
品
を
買
う
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
、
券
売
機
で
キ
ッ
プ
を

買
う
な
ど
の
行
動
が
も
っ
と
も
容
易
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
も
や
は
り
、
曰
常
生
活
に
お
い
て
必
要
度
の
高
い
も
の
ば
か
り

で
あ
る
。
ま
た
地
区
・
地
区
外
で
難
易
度
に
差
が
あ
っ
た
の
は
、

カ
ラ
オ
ケ
を
歌
う
、
テ
レ
ビ
番
組
を
楽
し
む
、
食
堂
で
注
文
す
る

な
ど
で
あ
っ
た
。
と
く
に
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
う
こ
と
な
ど
は
も
っ
と

も
難
易
度
の
差
が
大
き
く
、
テ
レ
ビ
番
組
を
楽
し
む
こ
と
に
つ
い

て
も
、
か
な
り
の
差
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
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教
室
で
の
学
習
年
数
に
つ
い
て
は
「
一
年
以
下
」
「
一
一
～
三
年
」

「
四
～
五
年
」
「
六
～
一
○
年
」
「
二
年
以
上
」
と
い
う
五
つ
の

選
択
肢
を
設
け
た
。
そ
の
結
果
、
全
体
で
は
そ
れ
ぞ
れ
五
九
・
○

％
、
一
七
ｂ
○
％
、
七
・
八
％
、
八
・
三
％
、
七
・
九
％
、
地
区
で
一
一

一
一
・
一
一
一
％
、
一
九
・
九
％
、
一
四
・
七
％
、
一
一
○
・
三
％
、
一
一
一
一
・
七

％
、
地
区
外
で
七
六
・
六
％
、
一
五
・
五
％
、
四
・
五
％
、
二
・
六

％
、
○
・
八
％
で
あ
っ
た
。
地
区
教
室
の
学
習
者
は
一
年
以
下
の

新
し
い
人
か
ら
二
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
か
な
り
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
が
、
地
区
外
教
室
の
場
合
、
一
年
以
下
の
人

が
七
割
を
超
え
、
二
～
三
年
ま
で
含
め
る
と
、
そ
の
数
は
全
体
の

九
割
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
地
区
外
教
室
回
答
者
の
曰

本
で
の
居
住
年
数
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

通
学
方
法
に
つ
い
て
は
「
徒
歩
」
「
自
転
車
」
「
バ
イ
ク
・
自
動

車
」
「
電
車
・
パ
ス
」
の
四
つ
の
選
択
肢
を
設
け
た
。
結
果
は
全
体

で
そ
れ
ぞ
れ
一
一
九
・
六
％
、
’
’
七
・
一
％
、
五
・
八
％
、
三
七
。

五
％
、
地
区
で
六
五
・
四
％
、
二
四
。
五
％
、
八
・
一
一
一
％
、
一
・

①
教
室
で
の
学
習
年
数

②
通
学
方
法
・
通
学
時
間

４
教
室
で
の
学
習
に
関
わ
る
こ
と

教
室
の
認
知
経
路
に
つ
い
て
は
、
九
つ
の
選
択
肢
を
設
け
、
複

数
回
答
を
可
と
し
た
。
全
体
の
比
率
が
高
か
っ
た
項
目
順
に
、
全

体
・
地
区
・
地
区
外
の
比
率
を
列
挙
す
る
と
「
教
室
に
通
っ
て
い

る
知
り
合
い
に
さ
そ
わ
れ
た
」
一
一
一
四
・
二
％
、
四
八
・
一
％
、
二

八
％
、
地
区
外
で
一
一
一
・
三
％
、
二
八
・
一
一
一
％
、
四
・
六
％
、
五

四
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
地
区
教
室
で
は
九
割
の
人
が
徒
歩
や

自
転
車
で
通
学
し
て
い
る
の
に
対
し
、
地
区
外
教
室
で
は
半
数
以

上
が
電
車
や
パ
ス
で
通
学
し
て
い
る
。
ま
た
通
学
時
間
に
つ
い
て

は
「
五
分
」
「
一
五
分
」
「
三
○
分
」
「
一
時
間
」
「
一
時
間
以
上
」

と
い
う
五
つ
の
選
択
肢
を
設
け
て
質
問
し
た
結
果
、
全
体
で
そ
れ

ぞ
れ
二
九
・
一
一
％
、
一
一
五
・
六
％
、
一
一
一
・
七
％
、
一
六
・
一
一
一
％
、

七
・
三
％
、
地
区
で
六
九
・
一
％
、
一
一
七
・
○
％
、
’
一
一
・
一
％
、

○
・
四
％
、
○
・
四
％
、
地
区
外
で
一
○
・
○
％
、
二
四
・
九
％
、

一
一
一
○
・
六
％
、
’
一
三
・
九
％
、
一
○
・
六
％
と
い
う
数
値
と
な
っ

た
。
地
区
教
室
で
は
約
七
割
の
人
が
五
分
程
度
で
通
学
し
て
い
る

の
に
対
し
、
地
区
外
教
室
で
は
六
割
を
超
え
る
人
が
三
○
分
以
上

の
時
間
を
か
け
て
通
学
し
て
い
る
。
と
く
に
地
区
外
教
室
の
場
合

「
一
時
間
」
「
一
時
間
以
上
」
と
回
答
し
た
人
だ
け
で
も
三
割
を
超

え
て
い
る
。
つ
ま
り
地
区
外
教
室
の
学
習
者
は
、
か
な
り
の
時
間

と
お
金
を
か
け
て
教
室
に
通
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

③
教
室
の
認
知
経
路
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こ
こ
で
は
「
教
室
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
は
何

で
す
か
？
」
と
い
う
設
問
に
対
し
て
一
二
の
選
択
肢
を
設
け
、
複

数
回
答
を
可
と
し
た
（
三
つ
ま
で
）
。
こ
こ
で
も
全
体
の
比
率
が
高

七
ｊ
七
％
、
「
役
所
か
ら
の
『
お
し
ら
せ
』
で
知
っ
た
」
二
○
・
五

％
、
八
・
五
％
、
二
六
・
○
％
、
「
家
の
人
に
聞
い
た
」
一
一
一
・
一

％
、
一
○
・
二
％
、
一
三
・
一
％
、
「
役
所
の
人
に
紹
介
さ
れ
た
」

一
一
・
九
％
、
三
・
三
％
、
一
五
・
九
％
、
「
な
ん
と
な
く
う
わ
さ

で
聞
い
た
」
七
・
三
％
、
一
○
・
八
％
、
五
・
六
％
、
「
教
室
の
先

生
に
さ
そ
わ
れ
た
」
七
・
○
％
、
二
・
○
％
、
五
二
％
、
「
チ

ラ
シ
で
知
っ
た
」
六
・
七
％
、
八
・
七
％
、
五
・
七
％
、
「
子
ど
も

の
学
校
の
先
生
に
紹
介
さ
れ
た
」
四
・
○
％
、
五
・
八
％
、
三
・

二
％
、
「
そ
の
他
」
一
○
・
四
％
、
’
二
・
○
％
、
九
・
七
％
と
な

る
。
地
区
・
地
区
外
教
室
と
も
「
知
り
合
い
に
誘
わ
れ
る
」
と
い

う
パ
タ
ー
ン
が
最
も
多
い
が
、
と
く
に
こ
の
傾
向
は
地
区
教
室
に

顕
著
で
、
約
半
数
の
人
が
こ
の
項
目
に
回
答
し
て
い
る
。
次
に
多

か
っ
た
の
は
「
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で

は
地
区
外
教
室
回
答
者
の
比
率
が
か
な
り
高
い
。
こ
の
傾
向
は
「
役

所
の
人
の
紹
介
」
と
い
う
項
目
で
も
同
じ
で
あ
り
、
と
く
に
地
区

外
教
室
の
認
知
に
「
役
所
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

④
教
室
で
の
成
果

「
差
別
は
な
く
せ
る
と
気
づ
い
た
」
な
ど
の
項
目
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
地
区
外
教
室
で
高
い
の
は
「
名
前
や
住
所
が
書
け
る
」
「
曰

本
語
で
話
せ
る
」
「
近
所
づ
き
あ
い
が
で
き
る
」
な
ど
の
項
目
で
あ

か
つ
た
項
目
順
に
全
体
・
地
区
・
地
区
外
の
比
率
を
列
挙
す
る
と

「
知
り
合
い
が
ふ
え
た
」
一
一
一
八
・
三
％
、
四
五
・
八
％
、
一
一
一
四
・

八
％
、
「
自
分
の
名
前
や
住
所
が
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
三
一
一
一
・

八
％
、
二
四
・
七
％
、
三
八
・
｜
％
、
「
日
本
語
で
話
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
三
一
・
七
％
、
五
・
五
％
、
四
三
・
八
％
、
「
人
前
に
で
る

こ
と
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
」
一
一
一
一
一
・
六
％
、
三
四
・
六

％
二
八
・
五
％
、
「
自
分
の
人
生
を
ふ
り
か
え
る
こ
と
が
で
き
た
」

一
九
・
七
％
、
一
一
一
一
一
・
六
％
、
一
三
・
七
％
、
「
テ
レ
ビ
を
見
て
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
一
二
・
五
％
、
九
・
七
％
、
一
三
・
八
％
、

「
差
別
は
な
く
せ
る
と
気
づ
い
た
」
一
一
一
・
一
一
％
、
一
一
四
・
九
％
、

六
・
三
％
、
「
近
所
づ
き
あ
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
一
○
・

六
％
、
六
・
八
％
、
一
一
一
・
三
％
、
「
新
聞
や
チ
ラ
シ
が
読
め
る
よ
う

に
な
っ
た
」
一
○
・
四
％
、
一
四
・
一
％
、
八
・
七
％
、
「
手
紙
を
出

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
九
・
三
％
、
一
三
・
九
％
、
七
・
’
一
％
、
「
子

ど
も
や
孫
に
本
を
読
ん
で
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
三
・
四

％
、
五
・
三
％
、
’
一
・
六
％
、
「
そ
の
他
」
八
・
三
％
、
一
○
・
六
％
、

七
・
三
％
と
な
る
。
こ
れ
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
地
区
教
室

で
か
な
り
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
の
が
「
知
り
合
い
が
ふ
え
た
」

「
人
前
に
で
る
こ
と
に
自
信
が
持
て
た
」
「
人
生
を
振
り
返
れ
た
」
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る
。
地
区
外
教
室
で
は
日
本
語
の
会
話
や
読
み
書
き
技
能
の
習
得

を
教
室
で
の
成
果
と
と
ら
え
て
い
る
人
が
比
較
的
多
い
の
に
対

し
、
地
区
教
室
で
は
こ
の
よ
う
な
技
能
の
習
得
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
個
々
人
の
精
神
的
、
内
面
的
な
問
題
に
つ
い
て
得
る
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

教
室
へ
の
要
望
に
つ
い
て
は
七
つ
の
選
択
肢
を
設
け
、
複
数
回

答
を
可
と
し
た
（
’
一
一
つ
ま
で
）
。
こ
こ
で
も
ま
た
全
体
の
比
率
が
高

か
っ
た
項
目
順
に
全
体
・
地
区
・
地
区
外
の
比
率
を
列
挙
す
る
と

「
困
っ
た
と
き
に
相
談
に
の
っ
て
ほ
し
い
」
四
一
・
六
％
、
四
○
・

六
％
、
四
一
一
・
一
％
、
「
学
習
時
間
や
時
間
帯
を
ふ
や
し
て
ほ
し
い
」

三
一
一
一
・
一
一
％
、
一
七
・
八
％
、
四
○
・
一
一
％
、
「
特
に
な
し
」
一
一
六
・

九
％
、
四
一
・
五
％
、
一
一
○
・
四
％
、
「
て
い
ね
い
に
教
え
て
ほ
し

い
」
一
一
五
・
七
％
、
一
九
・
九
％
、
一
一
八
・
三
％
、
「
身
近
な
と
こ

ろ
に
教
室
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
一
一
一
一
・
五
％
、
六
・
一
％
、
一
一
九
・

八
％
、
「
教
材
費
や
受
講
料
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

八
・
八
％
、
一
三
・
一
％
、
六
・
九
％
、
「
そ
の
他
」
三
・
七
％
、

四
・
一
％
、
三
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
地
区
・
地
区
外
教
室
と

も
に
高
い
比
率
を
示
し
た
の
が
「
困
っ
た
と
き
の
相
談
」
で
、
い

ず
れ
も
四
割
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
地
区
教
室
で
か
な
り
高
い
の

は
「
特
に
な
し
」
で
、
そ
の
他
の
項
目
は
地
区
外
教
室
に
比
し
て

⑤
教
室
へ
の
要
望

か
な
り
低
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
概
し
て
地
区
教
室
の
回
答
者

に
は
、
比
較
的
現
状
に
満
足
し
て
い
る
人
が
多
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
逆
に
地
区
外
教
室
の
数
値
は
全
体
的
に
高
い
も
の
が
多
く
、

と
く
に
「
時
間
を
増
や
す
」
「
身
近
に
教
室
を
」
は
地
区
教
室
に
比

し
て
か
な
り
高
い
。
遠
距
離
か
ら
で
も
時
間
を
か
け
て
通
学
し
て

い
る
地
区
外
教
室
回
答
者
の
学
習
に
対
す
る
切
実
な
要
求
が
感
じ

ら
れ
る
数
字
で
あ
る
。

現
在
の
関
心
事
に
つ
い
て
は
、
一
二
の
選
択
肢
を
用
意
し
、
複

数
回
答
を
可
と
し
た
（
三
つ
ま
で
）
。
こ
こ
で
も
全
体
の
比
率
が
高

い
項
目
順
に
全
体
・
地
区
・
地
区
外
の
比
率
を
列
挙
す
る
と
「
体

の
こ
と
」
三
六
・
四
％
、
五
一
・
五
％
、
一
一
九
・
四
％
、
「
仕
事
の

こ
と
」
三
一
一
・
一
｜
％
、
一
八
・
五
％
、
一
一
一
八
・
四
％
、
「
自
分
の
勉
強

や
趣
味
」
一
一
一
一
・
八
％
、
一
一
八
・
○
％
、
’
’
’
三
・
六
％
、
「
子
ど
も
の

教
育
の
こ
と
」
一
一
八
・
八
％
、
一
四
・
一
一
％
、
三
五
・
四
％
、
「
住
ま

い
の
こ
と
」
’
一
五
・
八
％
、
九
・
三
％
、
’
一
一
一
一
一
・
四
％
、
「
老
後
の
こ

と
」
二
五
・
五
％
、
五
○
・
六
％
、
一
四
・
一
％
、
「
人
と
の
つ
き
あ

い
」
’
’
’
一
・
三
％
、
一
九
・
四
％
、
一
一
一
一
一
・
六
％
、
「
家
族
の
こ
と
」

一
八
・
○
％
、
一
八
・
三
％
、
一
七
・
九
％
、
「
社
会
の
で
き
ご
と
」

①
現
在
の
関
心
事

５
日
頃
の
関
心
や
悩
み
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役
所
へ
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
八
つ
の
選
択
肢
を
設
け
、
複
数

回
答
を
可
と
し
た
（
三
つ
ま
で
）
。
こ
れ
も
ま
た
全
体
の
比
率
が
高

い
項
目
順
に
全
体
・
地
区
・
地
区
外
の
比
率
を
列
挙
し
て
み
る
と

「
困
っ
た
と
き
相
談
に
の
っ
て
ほ
し
い
」
五
七
・
六
％
、
四
四
・

六
％
、
六
三
・
七
％
、
「
安
心
し
て
病
院
に
か
か
れ
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
」
三
一
一
。
四
％
、
四
八
・
三
％
、
’
一
四
・
九
％
、
「
差
別
を

な
く
す
取
り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
」
’
一
七
・
○
％
、
四
三
・
一
％
、

一
九
。
四
％
、
「
仕
事
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」
二
六
・
二
％
、
九
・

一
二
・
四
％
、
一
四
・
○
％
、
二
・
七
％
、
「
町
内
の
問
題
」
四
・

八
％
、
六
・
七
％
、
三
・
九
％
、
「
結
婚
の
こ
と
」
四
・
三
％
、
五
・

八
％
、
一
一
一
・
五
％
、
「
そ
の
他
」
三
・
一
一
％
、
｜
｜
・
一
一
％
、
一
一
一
・
七
％

と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
地
区
教
室
で
か
な
り
高
い
比
率
を
示
し

た
の
が
「
体
の
こ
と
」
「
老
後
の
こ
と
」
で
、
い
ず
れ
も
半
数
を
超

え
て
い
る
。
こ
れ
は
属
性
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
と
お
り
、
地
区
教

室
回
答
者
に
比
較
的
高
齢
の
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
と
関
係
し
て

い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
地
区
外
教
室
で
地
区
教
室
に
比
し
て
高
い
比

率
を
示
し
た
の
が
「
仕
事
の
こ
と
」
「
子
ど
も
の
教
育
の
こ
と
」
「
住

ま
い
の
こ
と
」
で
、
い
ず
れ
も
三
割
を
超
え
て
い
る
。
地
区
外
教

室
の
回
答
者
に
は
比
較
的
若
い
世
代
が
多
く
、
無
職
の
人
が
多
い

こ
と
も
こ
の
結
果
に
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

②
役
所
へ
の
要
望

「
教
室
に
来
て
い
る
人
以
外
で
、
あ
な
た
の
知
り
合
い
の
中
に

日
本
語
の
読
み
書
き
に
不
自
由
な
人
は
ど
れ
く
ら
い
い
ま
す

か
？
」
と
い
う
設
問
に
対
し
、
「
い
る
」
と
答
え
た
人
は
、
全
体
で

四
四
・
六
％
、
地
区
で
五
六
・
’
一
％
、
地
区
外
で
三
九
・
一
一
％
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
い
る
」
と
答
え
た
人
に
対
し
て
は
、
そ
の

人
数
を
自
由
に
記
入
し
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
、
全
体
で

三
、
五
八
八
人
（
地
区
五
九
八
人
、
地
区
外
一
一
、
九
九
○
人
）
と

五
％
、
三
四
・
○
％
、
「
病
院
な
ど
医
療
機
関
の
情
報
が
ほ
し
い
」

一
一
四
・
○
％
、
’
’
四
・
六
％
、
一
一
三
・
八
％
、
「
特
に
な
し
」
一
四
・

八
％
、
一
四
・
九
％
、
一
四
・
八
％
、
「
役
所
に
つ
い
て
の
情
報
が

ほ
し
い
」
一
一
・
九
％
、
八
・
一
一
％
、
一
三
・
六
％
、
「
そ
の
他
」

’
一
・
三
％
、
｜
｜
・
六
％
、
’
一
・
’
一
％
と
な
る
。
こ
こ
で
も
教
室
へ

の
要
望
と
同
様
に
「
困
っ
た
と
き
の
相
談
」
の
比
率
が
か
な
り
高

く
、
と
く
に
地
区
外
教
室
の
比
率
は
六
割
を
超
え
て
い
る
。
ま
た

地
区
教
室
の
比
率
が
地
区
外
教
室
に
比
し
て
か
な
り
高
い
の
は

「
安
心
し
て
病
院
に
か
か
れ
る
」
「
差
別
を
な
く
す
取
り
組
み
」
で
、

逆
に
地
区
外
教
室
の
比
率
が
高
い
の
は
「
仕
事
の
紹
介
」
で
あ
っ

た
。

①
知
り
合
い
の
有
無
お
よ
び
人
数

６ 

日
本
語
の
読
み
書
き
に
不
自
由
し
て
い
る
知
り
合
い

の
こ
と
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な
っ
た
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
正
確
な
数
値
と
は
い
え
な
い
が
、
把

握
す
る
こ
と
の
難
し
い
非
識
字
者
の
数
を
推
測
す
る
う
え
で
、
お

お
よ
そ
の
目
安
に
は
な
る
だ
ろ
う
。
考
え
て
み
る
と
こ
の
数
値
は
、

’
九
九
六
年
の
教
室
調
査
で
把
握
さ
れ
た
、
府
下
の
教
室
に
参
加

し
て
い
る
学
習
者
数
（
三
、
六
六
一
一
一
人
）
に
き
わ
め
て
近
い
。

こ
こ
で
は
「
こ
の
人
た
ち
は
ど
う
し
て
教
室
に
来
な
い
と
思
い

ま
す
か
？
」
と
い
う
設
問
に
対
し
、
八
つ
の
選
択
肢
を
設
け
、
複

数
回
答
を
可
と
し
た
（
三
つ
ま
で
）
。
全
体
の
比
率
が
高
か
っ
た
項

目
順
に
全
体
・
地
区
・
地
区
外
の
比
率
を
列
挙
す
る
と
「
時
間
が

な
い
か
ら
」
四
九
・
九
％
、
三
九
・
五
％
、
五
三
・
六
％
、
「
教
室
が

近
く
に
な
い
か
ら
」
三
三
・
○
％
、
八
・
○
％
、
四
一
・
八
％
、
「
勉

強
し
て
も
無
理
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
」
一
一
六
・
九
％
、
五
一
。
九

％
、
一
八
・
一
％
、
「
勉
強
が
き
ら
い
だ
か
ら
」
一
七
。
二
％
、
一
一
一
・

○
％
二
五
・
九
％
、
「
あ
ま
り
不
自
由
し
て
い
な
い
か
ら
」
一
五
・

九
％
、
二
八
・
四
％
、
二
・
五
％
、
「
お
金
が
か
か
る
か
ら
」
一
五
・

五
％
、
一
一
・
五
％
、
一
一
○
・
○
％
、
「
教
室
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

か
ら
」
一
五
・
一
％
、
一
六
・
七
％
、
一
四
・
六
％
、
「
そ
の
他
」
｜

｜
・
六
％
、
一
五
・
四
％
、
一
○
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
設

問
に
は
、
現
在
教
室
に
参
加
し
て
い
る
人
が
答
え
て
い
る
の
で
、

こ
の
結
果
に
、
参
加
し
て
い
な
い
人
の
実
際
の
意
識
が
反
映
し
て

②
教
室
に
来
な
い
理
由

い
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
こ
れ
も
前
問
と
同
様
、
参
加
し
て

い
な
い
人
の
意
識
を
推
測
す
る
材
料
に
は
な
る
は
ず
で
あ
る
。
地

区
教
室
の
比
率
が
と
く
に
高
か
っ
た
の
は
「
勉
強
し
て
も
無
理
」

「
あ
ま
り
不
自
由
し
て
い
な
い
」
で
、
と
り
わ
け
「
勉
強
し
て
も

無
理
」
は
半
数
を
超
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
地
区
外
教
室
の

比
率
が
と
く
に
高
か
っ
た
の
は
「
時
間
が
な
い
」
「
教
室
が
近
く
に

な
い
」
「
お
金
が
か
か
る
」
で
あ
っ
た
。
地
区
教
室
の
場
合
、
参
加

の
阻
害
要
因
は
個
人
の
学
習
へ
の
意
欲
で
あ
る
の
に
対
し
、
地
区

外
教
室
の
場
合
は
時
間
や
場
所
、
お
金
と
い
っ
た
学
習
の
た
め
の

条
件
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
と
い
え
そ
う
だ
。

以
上
が
「
学
習
者
調
査
」
の
結
果
の
概
略
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

結
果
に
目
を
通
し
て
み
る
と
、
地
区
・
地
区
外
教
室
の
特
徴
の
違

い
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
最
後
に
、
以
上
の
結

果
を
も
と
に
地
区
・
地
区
外
教
室
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
を
簡
単
に

整
理
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
課
題
の
一
端
が
示
せ
れ
ば
と
思
う
。

ま
ず
第
一
に
、
本
調
査
で
は
、
地
区
教
室
の
学
習
者
に
高
齢
で

ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る
女
性
が
比
較
的
多
い
こ
と
が
明
ら
か

１
地
区
教
室

三
今
後
の
課
題
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に
な
っ
た
。
こ
れ
は
今
ま
で
に
も
い
わ
れ
て
き
た
こ
と
だ
が
、
本

調
査
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
く
に
六
○
歳
代
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
比
率
の
高
さ
に
は
、

曰
を
み
は
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
と
関
係
し
て
か
、

現
在
の
関
心
事
に
つ
い
て
は
身
体
の
こ
と
や
老
後
の
こ
と
と
答
え

る
人
が
か
な
り
多
く
、
行
政
へ
の
要
望
な
ど
も
「
安
心
し
て
病
院

に
か
か
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
や
「
困
っ
た
と
き
相
談
に
の

っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
項
目
の
比
率
が
か
な
り
高
か
っ
た
。
ひ

と
り
暮
ら
し
の
生
活
で
、
相
談
で
き
る
人
も
あ
ま
り
な
く
、
身
体

の
こ
と
や
将
来
の
こ
と
に
不
安
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
学
習
者
の

姿
を
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
筆
者
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
教
室

で
の
成
果
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
知
り
合
い
が
ふ
え
た
」
「
人

前
に
で
る
こ
と
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
」
「
自
分
の
人
生

を
ふ
り
か
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
比
率
が
か
な
り
高
か
っ

た
。
教
室
と
い
う
場
が
、
読
み
書
き
の
学
習
の
み
な
ら
ず
、
友
だ

ち
を
つ
く
っ
た
り
、
自
分
に
自
信
を
つ
け
た
り
、
自
分
の
人
生
を

ふ
り
か
え
る
場
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
学
習
の
内
容
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
地
区
の
こ
う
し
た
人
び
と
が
集
い
、
交
流
す
る
こ

と
の
で
き
る
識
字
教
室
と
い
う
場
が
存
在
す
る
こ
と
の
意
味
を
、

い
ま
一
度
じ
っ
く
り
と
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
に
気
づ
か
さ
れ
た
の
は
、
地
区
教
室
の
学
習
者
の
学
習
年

数
に
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
に
と
っ
て

は
意
外
で
あ
っ
た
が
、
地
区
教
室
の
学
習
者
は
あ
ま
り
固
定
化
し

て
い
な
い
よ
う
だ
。
ま
た
少
数
で
は
あ
る
が
、
地
区
教
室
に
も
外

国
人
の
学
習
者
が
在
籍
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
教
室
が
一
部

の
人
だ
け
の
も
の
に
な
る
の
で
は
な
く
、
多
様
な
人
び
と
の
出
入

り
す
る
風
通
し
の
よ
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
け
ば
、
教
室
は
よ
り

活
性
化
し
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
地
区
教
室
学
習

者
の
知
り
合
い
で
、
読
み
書
き
に
不
自
由
し
て
い
る
の
に
教
室
に

来
な
い
人
が
、
六
○
○
人
近
く
も
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
数
を
本
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
地
区
教
室
の
数
で
割
る
と
、
一

教
室
平
均
約
一
四
人
と
な
る
。
こ
れ
は
実
際
の
数
値
で
は
な
い
が
、

お
お
よ
そ
の
目
安
と
し
て
考
え
て
も
決
し
て
少
な
い
数
字
で
は
な

い
。
そ
の
う
え
こ
の
人
た
ち
の
来
な
い
理
由
の
多
く
が
「
勉
強
し

て
も
無
理
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
個
人

の
意
識
の
問
題
は
、
｜
筋
縄
で
は
解
決
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
た
と

え
ば
、
地
区
教
室
学
習
者
の
多
く
が
「
教
室
に
通
っ
て
い
る
知
り

合
い
」
に
誘
わ
れ
て
参
加
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
現
在
教
室
に

通
っ
て
い
る
人
自
身
が
、
困
っ
て
い
る
知
り
合
い
を
地
道
に
誘
い

続
け
る
と
い
っ
た
こ
と
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た

め
に
も
ま
ず
、
い
ま
教
室
に
通
っ
て
い
る
学
習
者
自
身
が
困
っ
て

い
る
友
人
を
誘
い
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
、
教
室
の
雰
囲
気
、

教
室
の
活
動
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
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ま
ず
第
一
に
本
調
査
で
は
、
地
区
外
教
室
の
学
習
者
に
外
国
出

身
の
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
中

国
、
韓
国
・
朝
鮮
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
出
身
者
が

多
く
、
と
り
わ
け
中
国
出
身
者
は
全
体
の
六
割
近
く
を
占
め
て
い

る
。
韓
国
・
朝
鮮
出
身
者
は
曰
本
で
の
生
活
が
か
な
り
長
い
い
わ

ゆ
る
「
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
」
で
、
中
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
者
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
曰
本
に
来
て
こ
～
三
年
以
内
と
い
っ
た
い
わ
ゆ

る
フ
ー
ュ
ー
カ
マ
ー
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
日
本
語
の
聞
き
取
り

や
会
話
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
人
が
、
地
区
外
教
室
学
習
者
の

実
に
四
分
の
三
に
達
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え

ば
曰
本
人
に
電
話
を
か
け
た
り
、
病
院
で
病
状
を
説
明
し
た
り
、

近
所
の
人
と
世
間
話
を
す
る
と
い
っ
た
曰
常
の
生
活
行
動
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
人
び
と
に
と
っ

て
、
曰
本
語
の
会
話
を
マ
ス
タ
ー
す
る
か
ど
う
か
は
、
死
活
に
関

わ
る
重
要
な
問
題
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
地
区
外
教

室
で
は
と
く
に
、
こ
の
よ
う
な
人
び
と
の
強
い
－
－
－
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
生
活
に
即
し
た
曰
本
語
の
学
習
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
調
査
の
結
果
で
第
二
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
行
政
の
取
り
組

ろ
う
か
。

２
地
区
外
教
室

み
で
あ
る
。
教
室
の
認
知
経
路
に
つ
い
て
、
地
区
外
教
室
で
は
「
知

り
合
い
に
誘
わ
れ
る
」
に
次
い
で
「
役
所
か
ら
の
お
し
ら
せ
」
「
役

所
の
人
の
紹
介
」
と
回
答
し
た
人
の
比
率
が
高
か
っ
た
。
こ
れ
ら

の
結
果
か
ら
、
日
本
語
の
能
力
に
乏
し
い
学
習
者
が
、
役
所
の
「
お

知
ら
せ
」
を
ど
の
よ
う
に
し
て
入
手
し
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
を
ど

の
よ
う
に
読
ん
で
理
解
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
わ
か
ら

な
い
が
、
地
区
外
教
室
学
習
者
の
教
室
へ
の
参
加
に
、
行
政
の
取

り
組
み
が
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
学
習
者
の
教
室
へ
の
参
加
を
促
す
行
政
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
も
重
要

で
あ
ろ
う
。
ま
た
教
室
や
行
政
へ
の
要
望
に
つ
い
て
、
地
区
外
教

室
で
は
「
困
っ
た
と
き
に
相
談
に
の
っ
て
ほ
し
い
」
の
比
率
が
群

を
抜
い
て
高
か
っ
た
。
地
区
外
教
室
学
習
者
に
と
っ
て
、
曰
常
生

活
で
の
悩
み
や
困
っ
て
い
る
こ
と
を
相
談
で
き
る
人
が
、
あ
ま
り

に
も
い
な
い
の
で
あ
る
。
仕
事
や
子
ど
も
の
教
育
の
こ
と
、
住
ま

い
の
こ
と
な
ど
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
な
行
政
の
サ
ー
ビ
ス

や
教
室
で
の
生
活
相
談
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
強
調
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
や
は
り
地
区
外

教
室
学
習
者
の
知
り
合
い
で
、
読
み
書
き
に
不
自
由
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
教
室
に
来
な
い
人
の
存
在
で
あ
る
。
そ
の
数
は
二
、

九
九
○
人
で
、
一
教
室
平
均
に
換
算
す
る
と
、
約
五
三
人
と
な
る
。

ま
た
こ
れ
ら
の
人
び
と
が
教
室
に
来
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
「
時
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間
が
な
い
」
「
教
室
が
近
く
に
な
い
」
「
お
金
が
か
か
る
」
が
上
位

を
占
め
て
い
る
。
通
学
方
法
や
通
学
時
間
の
と
こ
ろ
で
も
明
ら
か

に
な
っ
た
よ
う
に
、
実
際
に
地
区
外
教
室
学
習
者
は
、
電
車
や
バ

ス
に
乗
り
、
一
時
間
以
上
も
か
け
て
教
室
に
通
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
人
び
と
の
場
合
、
時
間
・
場
所
・
お

金
な
ど
の
条
件
的
な
問
題
さ
え
解
決
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
で
も
教
室

に
や
っ
て
く
る
可
能
性
は
高
い
。
実
現
は
な
か
な
か
難
し
い
だ
ろ

う
が
、
で
き
る
だ
け
数
多
く
の
教
室
を
開
設
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
た
と
え
ば
、
今
後
も
余
裕

教
室
が
増
え
続
け
る
で
あ
ろ
う
学
校
を
う
ま
く
利
用
す
る
と
い
っ

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
小
学
校
や
中
学
校
な
ら
、
ど
の

地
域
で
も
徒
歩
や
自
転
車
で
一
○
分
も
か
け
れ
ば
通
え
る
距
離
に

あ
り
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
だ
か
ら
で
あ
る
。
曰
本
で
何
か

エ
ン
バ
ワ
メ
ン
ト
と
人
権

一蹴蝋灘灘鞭塑
Ｃ￣ 

》王

と
不
自
由
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
外
国
人
に
と
っ
て
、
職
場
や
自

宅
の
近
く
に
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う
な
読
み
書
き
教
室
が
あ
る

こ
と
は
、
た
い
へ
ん
心
強
い
こ
と
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
１
）
大
阪
府
教
育
委
員
会
『
市
町
村
に
お
け
る
識
字
学
級
・
日
本

語
読
み
書
き
教
室
等
の
調
査
（
学
級
調
査
）
報
告
書
』
、
一
九

九
六
年
九
月
。

塾
溌
凋
ワ
メ
ン
ト
と
人
鱸
》

痢睡強唖転




